
橋梁下部工工事における
品質確保の取組み
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道路改良(地域連携道路事業費・国道)工事
第 2工区

令和 4 年 10月 17日

協和建設工業株式会社

一般国道490号(小郡萩道路)



工事概要
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工 事 名 ：一般国道490号(小郡萩道路)

道路改良(地域連携道路事業費・国道)工事 第 2工区

工事場所：山口県萩市大字明木 地内

工 期 ：令和2年 7月30日 ～ 令和3年 6月30日(週休2日実施)

発 注 者 ：山口県萩土木建築事務所

施 工 者 ：協和建設工業株式会社

工事内容：橋梁下部工 作業土工 掘削 V=390㎥ 積込 V=350㎥

深礎工 ｶﾞｲﾄﾞｳｫｰﾙ N=1箇所

大口径深礎杭 N=1本

(Φ7500、L=8.5m)

橋脚躯体工 張出し式橋脚 N=1基

(橋軸直角方向梁幅 11.0m、柱高さ 15.2m、

梁の高さ 2.9m)



施工位置図
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工事 施工箇所

萩市大字明木(下横瀬)地内

一般国道490号(小郡萩道路)

道路改良(地域連携道路事業費・国道)工事 第 2工区



図面(完成図)
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図面(側面図・平面図)
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左側 L= 6.0m,N=2本
右側 L=14.5m,N=2本L=8.5m
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図面(P1橋脚構造図)
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施工進捗写真

施工範囲 P1橋脚工

施工範囲深礎工

A2橋台部
A2橋台部

着手前(R2, 8月) 履 行(R2, 12月)

履 行(R3, 4月) 完 成(R3, 6月)
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コンクリート構造物の品質確保に向けた取組み

1 コンクリート打込み時の施工状況把握
(施工の基本事項を遵守する)

2 コンクリート施工記録の作成

3 コンクリート表面及び継ぎ目部の
見栄えの向上



施工条件

2月～4月末
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27-12-20BB

V=283.1m3

H=3.6m～3.7m

片道約20分

施工時期

コンクリート配合

コンクリート打設量

コンクリート打設高さ

コンクリート運搬時間

コンクリート構造物の品質確保に向けた取組み
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コンクリート構造物の品質確保に向けた取組み

コンクリート打込み時の施工状況把握1
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実施内容
・施工の基本事項の順守

施工状況把握把握チェックシートの活用

施工段階(準備)

打設前
型枠内の清掃状況
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実施内容

施工段階(準備)
打設前
型枠内の散水状況
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実施内容

施工段階(準備)

バイブレーター
Φ40×3本(予備込)
Φ30×1本
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実施内容

施工段階(生コンクリート品質確認)

スランプ・空気量・単位水量・塩化物含有量確認

圧縮強度試験供試体採取
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実施内容
施工段階(準備・打込み)

運搬装置・打込み設備確認

先送りモルタル搬出状況
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実施内容
施工段階(打込み)

投入高確認(H=1500以下)

投入高の確認
H≦1.5m

上層

500以下

@
5
0
0以

下

1
0
0

6
0
0

1
5
0
0以

下

打設口の高さ

ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀｰ(φ40)ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀｰ(φ30)

先端から600の位置に
ビニールテープ貼付

型枠

鉄筋 下層
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実施内容
施工段階(打込み)

リフト高の確認(@500以下)

打設前 1層目完了(＠５００）

型枠天端より下がりで
1層毎測定

上層

500以下

@
5
0
0以

下

1
0
0

6
0
0

1
5
0
0以

下

打設口の高さ

ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀｰ(φ40)ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀｰ(φ30)

先端から600の位置に
ビニールテープ貼付

型枠

鉄筋 下層
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施工段階(打込み)

実施内容

型枠

鉄筋

型枠

鉄筋

ブリーディング水 ブリーディング水
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実施内容
施工段階(締固め)

バイブレーター挿入長確認(下層へ10cm挿入)

600(ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ印)-
500(1層の厚さ)=100
下層へ10cm挿入の確認

上層

500以下

@
5
0
0以

下

1
0
0

6
0
0

1
5
0
0以

下

打設口の高さ

ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀｰ(φ40)ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀｰ(φ30)

先端から600の位置に
ビニールテープ貼付

型枠

鉄筋 下層
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実施内容
施工段階(締固め)

バイブレーター挿入間隔確認(500以下)

上層

500以下

@
5
0
0以

下

1
0
0

6
0
0

1
5
0
0以

下

打設口の高さ

ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀｰ(φ40)ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀｰ(φ30)

先端から600の位置に
ビニールテープ貼付

型枠

鉄筋 下層
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実施内容
施工段階(養生)

散水による養生(電波時計による湿潤状態の期間の確認)
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実施内容
施工段階(養生)

保温養生(外気温度が0℃以下になる可能性があった為、
ブルーシート+練炭を用いて気温の低下・風による乾燥を防いだ。
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実施内容
施工段階(養生)

コンクリート内部・外部温度管理
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実施内容
施工段階(養生)

型枠脱型(型枠取り外しに必要なコンクリートの強度確認後に脱型)

脱型強度確認
σ14   24.2N/mm2
(柱部 5.0N/mm2以上)

脱型強度確認
σ11   23.0N/mm2
(壁部 5.0N/mm2以上)

確認後
脱型

確認後
脱型
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コンクリート構造物の品質確保に向けた取組み

2 コンクリート施工記録の作成
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コンクリート施工記録の作成(自社管理)

※各リフト毎の工程の確認
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コンクリート施工記録の作成(自社管理)

※脱型に必要なコンクリートの強度の確認 ※外気温度・Co温度・打設時間の確認
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コンクリート構造物の品質確保に向けた取組み

3 コンクリート表面及び継ぎ目部の見栄えの向上

(材料)
コンクリート表面の初期乾燥によるひび割れやブリーディングに
よる沈みひび割れを防ぐには単位水量を低減する必要があるため、
混和剤(高性能AE減水剤・標準型Ⅰ種)を使用した。

・コンクリート表面の見栄えの向上

(養生)
型枠脱型後乾燥を防止するため、垂直面に浸透型表面養生材を塗
布し、コンクリート表面の乾燥防止及びコンクリート中の水分蒸
発防止を行った。

(施工)
鉄筋と型枠などの狭い箇所での締固め作業に適したバイブレー
ター(Φ30)を使用した。
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ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀｰ(Φ30)
により締固め

上層

500以下

@
5
0
0以

下

1
0
0

6
0
0

1
5
0
0以

下

打設口の高さ

ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀｰ(φ40)ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀｰ(φ30)

先端から600の位置に
ビニールテープ貼付

型枠

鉄筋 下層

鉄筋と型枠の狭い箇所での締固め作業に適したバイブレーター
(Φ30)にて、過度な締固めなどに注意しながら締固めを行った結果、
コンクリート表面に気泡の発生を防ぐことができた。
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浸透型表面養生剤を塗布することによりコンクリート表面の乾燥
を防ぎ、収縮ひび割れの発生も抑制できた。
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当工事で使用するコンクリートの細骨材は、海砂(細砂)を使用し
ているため密度が小さく、型枠の継ぎ目部から水漏れ等によりセ
メント分が露出して豆板が発生しやすい。
そこで、型枠の縦・横継ぎ目部にジョイント止水テープを設置す
ることで水漏れを防止した。

3
6
0
0

3ﾘﾌﾄ

2ﾘﾌﾄ

型枠ｼﾞｮｲﾝﾄ止水ﾃｰﾌﾟ

型枠ｼﾞｮｲﾝﾄ止水ﾃｰﾌﾟ

型枠

1
8
0
0

900
1ﾘﾌﾄ

・コンクリート継ぎ目部の見栄えの向上
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コンクリート型枠 ジョイント止水テープ

設置状況 型枠脱型後、全景
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A2橋台背面
(型枠ジョイント止水テープ不使用)

P1橋脚
(型枠ジョイント止水テープ使用)

型枠ジョイント止水テープを使用・不使用箇所でコンクリート
表面の仕上がりを比較

※水漏れによりセメント分が抜け一部砂が露出
し仕上がりが悪い。

※型枠ジョイント止水テープにより水漏れを防止
できたため、仕上がりが良い。
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まとめ

当現場では、橋梁下部工工事におけるコンクリートの品質及び
見栄えの向上を念頭に施工を行いました。

「コンクリート構造物品質ガイド,コンクリート打込時の施工状況
把握チェックシート」の基本事項を遵守する事により有害なひび
割れのない構造物(橋脚)の施工が出来ました。

今後も、良質なコンクリート構造物を施工するために、基本に忠
実に施工を行っていきたいと思います。

ご清聴ありがとうございました。

協和建設工業株式会社


